１２４．利用規約を読もう〜著作権について学ぼう〜
１．指導対象

　　小・中・高校
２．教科・科目

　　学級活動，総合的な学習の時間 

３．指導意図

　インターネットで公開されているイラスト，写真，音楽等の著作物は，著作権法で守られており，許可なく勝手に使用することができない。そのため，未成年であってもその法律を守りながらＳＮＳ等を使用する必要がある。
　そこで，本教材では，児童が著作権のことを知り，日常の生活において，どんなことに気を付けたりしなければならないのか理解することを目的とする。
また，イラスト等を探す場合に「フリー」と検索ワードを入力するだけでは足らず，検索結果の中に有料のものが含まれる場合もあることから，利用規約を確認する重要さを知る（自分で読めない場合は、大人に確認してもらう）ことも利用実態に応じて理解させたい。
４．指導目標

· 著作権の理解を深める
· 著作権があるものを使用する際に確認したり気を付けたりすることが分かる
５．授業展開例

	
	学習活動
	教師の支援

	導入
	○身近なもので著作権のあるものを探す。

○著作権のあるものを予想し発表する。

	○デジタルではない物（自分で描いた絵や撮った写真）にも著作権があるかを問いかける。
○著作権のことを初めて知る子どもがいることも想定しておく。
○予想したことを各自ワークシートに書く。

○「フリー画像」を検索したり，使ったりしたことがあるかを尋ね，フリー画像には著作権があるか考えるように促す。



	展開
	○著作権について学ぶ動画「え？フリーじゃなかったの！？利用規約は必ず読もう」を解説編が始まる前まで動画を視聴する。
〇「なぜこんなことになってしまったのでしょうか」という問いに対して，自分の考えを発表する。
○解説動画を視聴する。
○「なぜ著作権が必要か」についてグループ（もしくはクラス全体）で話し合い，それぞれの考えをグループ（クラス全体）で共有する。
〇著作物を活用するために，利用規約があり，その内容を確認したり気を付けたりすることを考え，ワークシートに記入する。

	○４分１３秒まで動画を視聴する。
○なぜ起こってしまったのか（原因）と，どのような結果になったのかを整理する。

○ホワイトボードやタブレット端末の授業支援ソフト（アプリ）を使用して，考えを共有する。
○著作権は著作者を守る権利であり，自分もその権利で守られていることを確認する。
○必要に応じて，インターネットや図書資料で調べるようにする。
〇利用規約の内容が自分では難しくて読めない場合は、大人に内容を確認してもらう必要があることを知る。

○著作物は多くあるので，それぞれの特徴が分かるようにまとめる。

	まとめ
	○著作権を守りながら上手にインターネットを活用するために，自分自身が頑張りたいことを考え，振り返る。

	〇著作権を守りながら，インターネット上で自分が気をつけることや頑張りたいことを考える。（学校や自宅）
（例．ゲームなどで勝手にゲームキャラクターのアイコンを使用しない）

〇時間があれば，全体で共有する。


６．その他
　著作権は多種多様な範囲を含むため，子どもだけで理解をさせるのは難しいが，著作権侵害は，刑事的責任を負うことにもなり得る。そのため，教師だけでなく保護者の理解と協力も必要である。保護者にも著作権の理解を促し，家庭でも子どもと一緒にルールを考える機会をもつことや，一緒に利用規約を確認するなど，情報知識を高める機会を提供することも肝要である。 

７．指導資料
著作権に関する教材，資料等
（文化庁）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/kyozai.html
（公益社団法人著作権情報センター　みんなのための著作権教室）

http://kids.cric.or.jp/index.html
著作権とはどのような権利なのだろう









